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この小冊子は、FAOのバッタ防除緊急

センター（ECLD）による人の健康と環

境活動に関するものである。

ECLD は、主に西アフリカにおいて

2004から2005年に起こった砂漠バッタの
大発生によって影響を受けた国々への緊

急援助を行った。

支援（国）団体は FAO の技術援助を

通して18の国々に対してバッタ対策を行
うために、8,060万米ドルを拠出した。経
済的援助は、欧州コミッション、FAO技

術協力事業、フランス、オランダ、カナ

ダ、イタリア、アメリカ合衆国、サウジ

アラビア、日本、イギリス、アフリカ開

発銀行、IFAD、イスラム開発銀行、スウ

ェーデン、スペイン、ドイツ、フィンラ

ンド、ベルギー、ノルウェー、オースト

リア、ポルトガル、Agence Intergou-

vernementale de la fracophonie, ル

クセンブルク、オーストラリア、アイル

ランド、ギリシャ、UNDP、チェコ共和

国によって成された。

ECLOが被害国に行った支援の内訳は、

殺虫剤、噴霧用小型飛行機、バッタ防除

具と通信機器の提供のほか、モニタリン

グや技術的なアドバイス等であった。

ECLOの活動は、バッタによる緊急事

態の終息が確かめられるまで続けられる。

EMPRES（越境性動植物病害虫緊急予防

システム）の一環で砂漠バッタの予防的

防除を行う長期的活動は、FAOのバッタ

と他の移動性害虫グループによって遂行

される。

だから、砂漠バッタの幼虫の大行進が

見つかったり成虫の大群が飛翔して別の

国から侵入したりするのが見つかれば、

徹底的な防除努力をするのは当然である。

殺虫剤散布は、現在でも砂漠バッタの防

除で使われている主要手段である。しか

し、殺虫剤は人や環境に悪影響をもたら

す可能性がある。したがって、バッタの

大発生からもたらされるリスクを、殺虫

剤を使用するリスクと比べる必要がある。

砂漠バッタの大発生は広範囲にわたって多大な作物への被害をもたら
す。食料の安全保障や輸出による外貨収入も、発生地域では深刻な打
撃を被るかもしれない。

砂漠バッタとの闘いは
リスクゼロではない

2003年の後半に西アフリカで始まった砂漠バッタの大発生は、2005年までには
アフリカ、中近東、南欧の26カ国に影響を及ぼした。

約1,300万ヘクタールに及ぶ砂漠バッタによる被害地域が
2003年10月から2005年 9月までに殺虫剤で処理された。
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この地図で示した表記法や資料の提示は、FAOが国の法
律や憲法、領域、海域又は国境に関して下した意見を意
味するものではない。

砂漠バッタは通常低密度で30に及ぶ
国々に生息している（リッセッション
地域）。彼らは、ある地域では少数の
まま発生し続けるため無害であるが、
2003―2005年に北西及び西アフリカで
起こった大発生のように別の地域では
数を増やし群飛する。緊急事態には、
大群が他の国に侵入することもある
（侵入地域）。

2003から 2005年の砂漠バッタの大発生中に殺虫剤が散布された月当たりの面積
大発生のピーク時には 100万ヘクタール以上が毎月散布された
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FAOは砂漠バッタに対する殺虫剤の使用を最小限にするために尽力している
FAOは特別プログラムによって予防的防除策を推進している：越境性動植物病害虫緊急予防
システム（EMPRES）－砂漠バッタ分野

EMPRESは、バッタの大発生の初期に

措置を講じるよう奨励している。初期に

は比較的狭い地域にしかバッタがいない

ので、散布する殺虫剤の量を減らすこと

ができる。バッタの数が増え続けて大発

生になると、もっと多くの国が被害を受

けることとなり、それを防除するために

もっと広い面積にわたって殺虫剤を撒か

ねばならなくなる。

にもかかわらず、様々な理由で、予防

的防除策が必ずしも効果的でないことが

ある。治安の問題で発生地に行けないこ

ともあるし、大発生を制圧するための経

済的人的動員が間に合わないこともある。

また、気象や環境条件が例外的にバッタ

の繁殖に好適なために、国の防除能力で

は間に合わないこともある。したがって、

防除ユニットは、時には著しいバッタの

大発生に対処する必要があり、かなりの

量の殺虫剤を使用しなければならない。

そのため、FAOは、生物的防除やバリ

ア（障壁）防除といった、環境に対して

より危険の少ない防除方法に関する応用

研究を始めた。FAOは、砂漠バッタに影

響を受ける国々の政府に対して殺虫剤の

管理と防除作戦のクオリティーコントロ

ール（品質管理）システムの設置を呼び

かけている。そのような活動は、殺虫剤

の質や防除作戦の向上と、防除スタッフ、

その地域の人々と環境へのリスクを減少

させることに役立つ。

EMPRESプログラムについては、
さらに８ページを参照。
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選　　　　択

購　　　　入

保　　　　管

施　　　　用

モニタリング

清 掃 と 廃 棄

別 の 手 段

FAOは防除作戦に使われる殺虫剤の全過程を通してクオリティーコントロールを確保しようと
している

砂漠バッタに対する殺虫剤
使用の予防ステップ

これは、殺虫剤とそのクオリティーコ

ントロール、そして防除手段の選択から

始まる。続いて、その製品の購入とバッ

タ発生国そして散布場所への運搬となる。

最大のリスクは、殺虫剤の保管中にあ

る：国内の輸送や現場での防除作業の

様々なステージに存在する。器材への

殺虫剤の注入、ハンドリングそし

て散布中のモニタリングとリ

スク減少に多大な注意が向け

られる。殺虫剤の保管や定

期的なクオリティーチェッ

ク、最終的には殺虫剤が空

になったドラム缶の廃棄も

環境や人々へのリスクを最小限にとどめ

ながら行われる必要がある。

この小冊子では、各予防ステップ毎に

砂漠バッタ防除の質を確保し、環境や

人々へのリスクを減らすために何ができ

るのかを詳しく説明する。

クオリティー
コントロール

工場から現場へ
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選　　　択

適切な殺虫剤と
防除手段の選択

それを確保するために、FAOは、著名

な専門家から成るバッタ防除の殺虫剤を

評価する諮問機関、殺虫剤審査グループ

（Pesticide Referee Group）からのア

ドバイスを受けている。そのグループは、

バッタとイナゴに対して行われた殺虫剤

効果テストの質を検査している。それら

の評価をもとに、砂漠バッタに対する適

正散布量が決められる。発生国での政府

による砂漠バッタ防除ユニットは、それ

らの散布量を採用し効果的な防除に生か

すことができる。

さらに、殺虫剤審査グループは、バッ

タ防除に関連した環境への影響を調べる

研究結果を審査している。そのグループ

は砂漠バッタ防除のために使われる殺虫

剤の危険度を分類しており、それぞれの

政府による防除ユニットは使用したい殺

虫剤をそれらの情報をもとに選択するこ

とができる。

効率を最適化することは可能であり、

適切な防除技術を選択することにより、

有害な影響を減らすことができる。いわ

ゆる‘バリア（障壁）処理’（下のボック

スを参照）は運用的にも環境的にも有利

な点がある。FAOは砂漠バッタの防除に

この防除技術を広く使用するよう勧めて

いる。通常、防除作業はバッタの大群が

地上で落ち着いているときに集中して行

われるが、運搬等の問題でそれができな

い場合もある。広く拡散したバッタの幼

虫に対して広範囲に散布する掃討作戦は、

殺虫剤の浪費と環境汚染に繋がるので、

避けねばならない。標的と現地の状況に

よって、もっとも適切な防除法が選択さ

れる。

FAOはバリア処理の最適化を図るため

の試験に着手した。中でも特に関心を持

っているのは、バッタ防除の効果を維持

しながら、どのくらい間隔を開けてバリ

アを設置できるかという問題である。

防除作戦に使う殺虫剤は砂漠バッタに対して効果的であり人の健康と現地の環境に対してリスク
を最小限にするものでなければならない

バリア処理のための殺虫剤試験

砂漠バッタの幼虫の大行列に対して有

効な防除方法の一つがバリア処理である。

この処理では、植生上に２列の平行な帯

のように殺虫剤を散布し、その間の植物

は処理しないという方法である。幼虫達

は風下に向かって餌を求めて行進する傾

向があるので、処理された植物の列に遭

遇して摂食することにより致死量に達す

る。

バリア処理の有利点はいくつか挙げら

れる。運用する側からすると、砂漠バッ

タに被害を受けている広大な地域を速く

処理することができ、別の場所での調査

や防除活動に時間が取られる時でも問題

なく行える。環境への利点としては、発

生地域であっても、ある部分は無散布の

ままであるので、バッタ以外の生物への

影響を抑えることができる。最後に、バ

リア処理は掃討作戦よりずっと安価であ

る。
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購　　　入

殺虫剤の購入：
必要な数だけ買う

大量の未使用殺虫剤がアフリカ中にまだ存在する。そこでは、それらの殺虫剤が環境汚染と現地
の人々の健康被害の危険をもたらしている。

それらの殺虫剤のかなりの部分は、も

ともとバッタの防除のために購入された

ものである。発生国で余分に買いすぎた

り、必要以上に募った寄付やまずい運用

のためや、単に大発生が終息した後に運

ばれてきたなどの理由で、不要になった

殺虫剤である。

砂漠バッタの大発生は周期的だが長期

的にみて予測するのが困難であることか

ら、国々は殺虫剤をいつ購入するかにつ

いて深刻なジレンマを抱えている。大量

のストックを購入して大発生が長く続か

なければ、未使用分が多くなり無用にな

ってしまうだろう。もし購入量をひかえ

たとすると、予想より長く大発生が続い

たときに在庫が枯渇する危険が生じる。

その結果、現在ではFAOと様々な支援

団体は少量の殺虫剤を購入し、発生地域

には使用直前に主に貨物用小型飛行機で

輸送することにしている。これは現地の

需要に対して速やかに対応できる一方、

無用になってしまう可能性がある大量の

在庫を作らないことにも繋がる。

さらに、大量の殺虫剤の保管を避ける

ために、FAOは新たな殺虫剤の購入の前

に詳しい需要調査を行い、他の支援団体

や発生国と調整し余分な在庫につながる

二重購入を避ける努力をしている。FAO

は、国の在庫状況を把握する中央データ

バンクを設立させて、必要な場所に殺虫

剤を届けるための機能を向上させている。

厳しい購入基準を設けることにより、

FAO によって購入された製品は効果的

で、使用者には危険がもっとも少なく、

高品質であることを保証することができ

る。

より長期的には、FAOは殺虫剤の現実

的な戦略上の在庫量を決めるためにバッ

タが発生する国々に協力することになる。

それらの在庫殺虫剤は、さらに大量の殺

虫剤を購入する前に、大発生の初期に対

応するのに十分な量でなければならない

が、無用になるリスクを抱えるほど多く

てもいけない。また、殺虫剤企業に対し

て化学的殺虫剤と生物農薬の両方を含め

た殺虫剤バンクを設置するよう協議して

いるところである。それらのバンクは、

バッタ防除のために速やかに供給可能な

殺虫剤の在庫を意味するが、バッタが発

生しない場合は、他の害虫駆除のために

も販売できる。在庫品を回転させること

により、殺虫剤の在庫が無用にならない

で済むはずである。

これらすべての手段はバッタの大発生

に対しては迅速な対応を可能にする一方、

無用な在庫を作り上げるリスクを減少さ

せるであろう。無用になった殺虫剤を片

付けるのはたいへん高価になり、しばし

ばその殺虫剤の購入当時の原価以上にな

ることもある。

FAOが砂漠バッタの防除のため
の殺虫剤購入に際して採用して
いる基準の例

＞その殺虫剤は、砂漠バッタに対して効果が実

証されていなければならない。すなわち、

FAO 審査グループによって適正使用濃度が

設定されている。

＞その殺虫剤は、世界保健機構（WHO）に従

って、きわめて危険（クラス 1a）又は、か
なり危険（クラス 1b）であると分類された
ことのない製品である。

＞その殺虫剤は、使用国でバッタとイナゴ防除

の使用に認可されていなければならない。

＞その製品の組成は、FAO 品質仕様書に沿っ

たものである。

＞その製品は、国連が認可した鉄製の容器に詰

められ輸送されねばならない。

＞その製品は、FAOのガイドラインに沿って、

その国の言語でラベルされ、殺虫剤の組成、

使用上の説明や注意等の必要な情報が記され

ていなければならない。
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保　　　管

殺虫剤貯蔵庫の
修理と建設

現地の人々と環境へのリスクを避けるために、殺虫剤は適正に保管されねばならない。

殺虫剤の正しい貯蔵と定期的な品質チ

ェックは、殺虫剤の在庫の保管期間を延

長させるためにも、また、不定期にしか

発生しない砂漠バッタのような害虫に対

する準備のためにも必要である。同時に、

それは在庫殺虫剤が不要になるスピード

を下げることにもなるであろう。

国際基準に合った殺虫剤の保管庫が、

FAOやその支援団体の援助でチャド、マ

リ、モーリタニア、ニジェールそしてセ

ネガルで建設中または修理中である。長

期的には、これらの貯蔵庫は西アフリカ

のEMPRES 傘下で設定された予防シス

テムの一環として殺虫剤の戦略的保管を

維持するのに使われるであろう。

予防的管理

越境性動植物病害虫緊急予防システム

（EMPRES）は、紅海沿岸の国々におけ

る砂漠バッタの個体数調査や防除を強化

している。それはアフリカ西部にまで拡

張され、その主な目的は、国の能力を強

化することにより、砂漠バッタの突然の

大発生のリスクを小さくするためである。

EMPRESの三つの要素は：

＞向上したバッタの個体数調査によってバッタ個体群の増加を早期に警告する。

＞国の防除能力を向上させることによりバッタの大発生の初期に対応できるようにす

る。それは、殺虫剤処理の効果を上げ、散布による環境と人への危険を減少させるこ

とになる。

＞向上したバッタ個体数調査や、化学的殺虫剤にとって替わる新防除法の試行などを含

む防除に関する研究を行う。
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施　　　用

リスクを最小限に止めた
正確で効果的な散布

新しいテクノロジーは砂漠バッタの防除作業の精度を飛躍的に向上させた。
調査自動車や小型飛行機に登載した全地球位置測定システム（GPS）によりバッタ幼虫の大行列
や成虫の大群の位置を正確に知ることができる。

したがって、防除チームはそれらの散

布地に迅速に到達できる。散布用小型飛

行機に登載された最新の電子装置によっ

て砂漠の真ん中であっても散布標的を正

確に見つけることができ、標的に対して

正確に散布することができる。これは薬

剤散布のクオリティーコントロールや潜

在的な環境への影響をモニターする場合

にたいへん便利である。

しかし、最新のテクノロジーそれだけ

では十分ではない。砂漠バッタの防除作

業のリスクを最小限に止めるのに必要な

基本的な条件は、各国の調査と防除を行

うスタッフを十分に訓練することである。

それによって、殺虫剤が絶対必要な時期

と場所に適正な濃度で施用されるのであ

る。さらに、現地スタッフは散布作業を

準備し、機材の洗浄や散布の効果の調査

などの適切なアフターケアをすることに

なる。

野外での技術的なコンサルタントを通

じて、FAOは現地の調査とともに、防除

スタッフといつも連絡をとり必要に応じ

て実地訓練を行う。また、砂漠バッタ管

理に関する広範囲な訓練プログラムは日

常的に実施されている。例えば、「砂漠バ

ッタについて学ぶべきこと、教えるべき

こと」というテーマについて情報交換や

最新情報を提供する目的で2005年の３月
から４月にニジェールのニアメで開催さ

れた３週間のワークショップでは、FAO

の専門家やコンサルタントと共に、11ヵ
国（ブルキナファソ、カーボベルデ、チ

ャド、ガンビア、ギニア、ギニアビサウ、

マリ、モーリタニア、ニジェール、セネ

ガル、ジブチ）から21名の熟練したトレ
ーナー達が参加した。それらのトレーナ

ー達は、砂漠バッタの生態学、バッタの

調査と防除技術、環境と人の健康のため

の予防措置、そして砂漠バッタのキャン

ペーンマネージメントなどに携わるおよ

そ600人のスタッフをその後訓練した。そ
れらの地域または国単位の訓練会から得

られた成果は吟味され、まだ残されてい

るギャップが有れば埋められる。

生態的にまたは経済的に化学的殺虫剤

の使用が問題となってくるような地域で

は、それを避けるために特別な注意が払

われている。自然保護区や他の保護領域

では大規模なバッタ防除は禁止されねば

ならない。水域や養蜂地帯でも禁止され

ているが、防除がどうしても必要な場合

は、危険の少ない殺虫剤が使用される。
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モニタリング

防除作業の
モニタリング

殺虫剤処理の質と効果の評価

薬剤処理はどのくらい効果的であった

のか？　散布量は守られたのか？　バッ

タ個体群の死亡率は十分高かったか？

殺虫剤または散布道具に何か問題は生じ

なかったか？

環境へのリスクの査定

散布の標的でなかった生物で、目立っ

た死亡率が観察されたか？　重要なグル

ープの動物相が殺虫剤に影響を受けた

か？　水産業や養蜂業に悪影響が見られ

たか？

現地の人々へのリスクの査定

村と水源の周りの緩衝地帯は設置され

たか？　地域の住民に執るべき予防措置

について知らせたか？　牛の撤退期間や

作物の収穫前の間隔は十分であったか？

防除スタッフの健康チェック

安全のための予防措置はとられたか？

散布作業員は殺虫剤を過度に受けなかっ

たか？　殺虫剤による中毒事故は起きた

か？　リスクを減らすために防除作業の

中で修正する必要のあるものはあるか？

残留農薬のサンプリング

植物や作物上の散布初期の農薬量のレ

ベルはどれくらいで、それはどれくらい

速く消滅するのか？　残留濃度は法的制

限値または環境的な安全レベルを超えて

いるか？

バッタの防除はこのタイプの処理モニ

タリングから二重の利益を得ている。そ

れは作業効率を向上させ、防除スタッフ、

地域住民、そして環境への悪影響を制限

することである。

環境、健康、農業に関与する役所から

の職員などと一緒に、特別チームがいく

つかの国々で訓練を受けてきた。彼らの

仕事は、殺虫剤を扱う作業員の健康と発

生地域の住民の健康をチェックすること、

環境汚染をモニターすること、そして防

除処理の質を高める助けとなることであ

る。

関与する国立機関はダカールのCERES-

Locustox Foundation とバマコの中央

獣医研究所である。

砂漠バッタの防除が成されている様々な国では、散布作業のクオリティーコントロールシステ
ムが設置されつつある。化学者、生物学者、農学者そして医学関連の職員の特別チームが、防
除職員とは独立して、処理モニタリングを行っている。様々な質問に答えるために、クオリテ
ィーコントロールはいくつかの活動からなっている。
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モニタリング

上、下段右：殺虫剤に弱い陸生動物と水生動物の例

防除スタッフの健康チェック

バッタ防除スタッフは毎日殺虫剤に接触しているので、彼らは高い被害リスクを負っ

ている。従って、殺虫剤の散布作業員や他の現場スタッフの健康モニタリングは、国の

バッタ防除組織やFAOにとって主要な関心事である。

防除キャンペーンが始まる時に、現場スタッフは徹底的な健康診断を行う。その目的

は、その人が殺虫剤に特に感受性が強いかどうかを判定することである。もしそうなら

ば、その人は殺虫剤にさらされることのないキャンペーンの仕事に就くことができる。

キャンペーンの間には、医者や看護婦がスタッフを定期的にモニターする。どんな一

般的な健康問題も査定され、考えられる中毒症状について吟味され、殺虫剤の被害を確

かめるために血液サンプルが採取される。血液中については、アセチルコリンエステラ

ーゼ（AChE）という酵素のレベルが測定される。AChEの活性が阻害されていると、

その人は有機リン系殺虫剤にさらされたことが分かる。それらはバッタ防除によく使わ

れるグループの殺虫剤である。AChEの強い阻害は、殺虫剤中毒の兆候である。そのよ

うなスタッフは、仕事から一時的に離れ殺虫剤を扱わない仕事に移されることになる。

こうすることで職員は殺虫剤中毒にかからないですむことになる。

AChE阻害を調べる血液検査は、最新の携帯分析器を使って野外でも行うことができ

る。これによって、殺虫剤の過剰被害が判明しても迅速な措置をとることが可能である。

FAOは、キャンペーンスタッフの健康モニタリングのための医療スタッフを訓練し、

必要な機材を提供してきた。
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清掃と廃棄

清　掃
砂漠バッタの防除はアフリカ、中東、そして南西アジアの砂漠または半砂漠地帯で行われる。
ほとんどそれらすべての地域で、水は不足している。

砂漠バッタの防除に使われた金属やプ

ラスチックの殺虫剤容器は、土地の人々

が水や時には食物をいれて運ぶために使

うので、結果的にたいへん需要が高い。

FAOは常に殺虫剤を FAO認可の鉄製ド

ラム缶で購入し、プラスチック容器では

決して購入しない。

不運なことに、ある支援団体は、潜在

的に有毒な残留物質を洗浄によって十分

除けないプラスチックのドラム缶を提供

した。空になったドラム缶を飲料水を入

れる容器として再利用することで、深刻

な健康への危険が生まれる。

空容器は回収し、再利用するか破棄さ

れねばならない。これはバッタ防除にお

いて常に困難な問題となっている。

空容器の回収は、特に防除キャンペー

ンの最中などは、時間を消耗する作業で

ある。さらに、現地では施設がないので、

それらの容器を適切に再利用したり破壊

することが不可能である。

国立の防除組織と共同で、FAOはモー

リタニア、マリ、ニジェールそしてセネ

ガルで空の殺虫剤ドラム缶の回収と再利



13利益とリスクとのバランス

清掃と廃棄

用のシステムを開発している。モーリタ

ニアとマリではドラム缶の最新の洗浄・

圧縮装置が装備され、専門のスタッフが

稼働のために訓練を受けてきた。

可能なときはいつでも、少数の鉄製ド

ラム缶は殺虫剤の貯蔵に再利用される。

ある場合には、空容器は製造元によって

回収され再利用される。それ以外のすべ

ての缶は洗浄され、保管と輸送に便利な

ように潰される。それらは、その後鉄く

ずにされて国の精錬所で再利用される。

プラスチックの殺虫剤容器は現地でリサ

イクルするのはずっと困難である。バッ

タ発生国でそれらの缶を処分するための

環境に健全な解決策はまだ見つかってい

ない。したがって、FAOはそれらをもう

購入しないことにしている。

これらの技術的な解決法のほかに、啓

発キャンペーンも行われている。現地の

人々は殺虫剤容器を再利用するリスクに

ついて説明をうける。空の容器が出たと

きにはいつでも、バッタ防除ユニットま

たは植物防疫サービスに持っていくよう

に求められている。
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別の手段

別の手法を
模索する

たとえ慎重に使われたとしても、砂漠バッタの防除で使われる多くの殺虫剤は、環境と人の
健康に何らかのリスクを与える。

したがって、より環境にやさしい別の

防除手段の模索が続けられている。現在

検討中の一つは、長期間持続するが生物

には安全な殺虫剤を使ってバリア処理を

更に導入する試みである。バリア処理で

は、発生地域のわずかな面積だけに殺虫

剤が散布される（「バリア」）ために、費

用も節約でき環境にもやさしい。

生物農薬の使用は、もう一つの選択肢

である。微生物農薬として、菌糸類のメ

タリジウム菌が販売されている。これは

バッタに特異的な殺虫剤で、他のグルー

プの生物への副作用は非常に限られてい

る。菌糸がバッタの皮膚を貫通して体内

で成長し、結果的にバッタを死に至らし

める。

商品化された「グリーンマッスルTM」

は、アフリカでしばらく前から様々なバ

ッタやイナゴで試験が行われ、たいへん

効果的であることが知られている。類似

品の「グリーンガードTM」はオーストラ

リアで大規模に使われている。しかし、

異なる気候条件下で製品の効果や問題点

などを吟味するために、アフリカで更な

る野外試験を行う必要がある。そのよう

な試験は、可能な時にはいつでもFAOに

よってコーディネートされ、遂行されて

いる。

グリーンマッスルは、効果が現れるま

でに比較的時間がかかることから、作物

が直接脅かされていない状況で、予防的

防除に最も有効であるかもしれない。ま

た、国立公園や他の国立保護区のような

化学的薬剤が使えない生態的に影響を受

けやすい生態系にも使えるであろう。

メタリジウム菌に感染したバッタ

アルジェリアでのグリーンマッスルの野外試験

2000年５月に、アルジェリア植物保護研究所及び国際熱帯農業研究所と共同でFAOが野外試験を企画した。十分な数の砂漠バッタ
の幼虫集団が必要であった。生物農薬のグリーンマッスルTMの入ったドラム缶が税関を速やかに通過し、トラックでその試験地まで輸

送されねばならなかった。散布用小型飛行機と噴霧器を登載した車は調整を済ませ、準備を整えておく必要があった。どのような方法

で実際に菌の効果を実証するのかを、現場スタッフに説明をする必要があった。2005年５月１日、そのゴーサインが出された。これは、
メタリジウム菌を砂漠バッタに初めて試みた大規模試験の一つであった。

４日後、バッタ幼虫の大行列は動きが緩やかになってきた。感染したバッタは茂みの枝から垂れ下がって、行進し続けることはでき

なかった。バッタの行列は融合を失い崩壊していった。鳥、トカゲ、サソリ、甲虫そしてアリのような天敵の捕食者が弱ったバッタ達

を攻撃し食べた。８日後、処理地域ではバッタの行列は見られなかった。死んだバッタの残骸だけが見られた。処理したバッタを培養

することにより、彼らが菌によって死亡したことが判明した。

病原菌が効果を示さなかった場合、バッタに化学殺虫剤を散布するバックアップ計画が立てられていた。その計画は全く必要なかっ

た。砂漠バッタ防除事業は防除戦略に生物的防除を組み込むために一歩前進したと言える。

（独立行政法人農業生物資源研究所　田中 誠二 訳）



15

謝　辞

この小冊子は FAOと外部の専門家との共同作業

によるものである。FAOは、この小冊子出版のた

めに資金援助して下さったオランダ、日本そして

ドイツ政府に感謝する。Harold van der Valk,

Riccardo Del Castello, Keith Cressman,

Annie Monard, Helena Eriksson, Mohamed

Ammati, Pietro Bartoleschi, James Everts

が重要な貢献をした。使われた写真は、Wim
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